日本人に 就て 

_ —— 中島 健 蔵 氏 へ 質問 —— 

坂 口 安吾 



僕の 文学 は 自問自答の 孤独な 生涯 を 送る の だら うと、 

いささか 暗澹と して 考 へたので す。 けれども これ は 一 

に 貴兄へ の 質問と いふ ことに あれ かれと 正面から 肝胆 

を 砕いた 揚句、 一向 埒の あかない うちに 遠慮会釈 もな 

く 締切の 期日が とっくに 過ぎ去 つてし まった ことに 由 

ゆうう つ むえき 

来す る 悒鬱 極ま る 自責の 念が 手伝って、 いささか 無 役 

に 暗澹と しすぎた のか も 知れません。 然り、 締切が と 

つくに 過ぎ、 必然の 結果と して これの 返答 を 執筆す る 

まこと 

貴兄の 時間が 不当な 短縮 を 余儀なく される 洵 に 正義 

人道 上 我ながら 悲憤慷慨 せざるを得ない 不埒な 事態 を 

招致す るに しても、 僕 は (！) 遊んで ゐ たので はなく、 



しかく 真ッ 正面から 肝胆 を 砕きす ぎて ゐ たための 不幸 

な 結果に ほかなら ない と 賢察 (！) していた だくまで 

のこ ともなく、 僕の 頑固な 自問自答の 悪癖と、 質問と 

い ふが 如き 地上に 最も 謙虚な 心 を 必要と する 至難な 事 

業に 到底 一 朝 一 夕に 着手で き やう 害の ない 孤独 児の 悲 

劇に 就て は、 先刻 聡明なる 貴兄が 充分 知りぬ いて おら 

れる こと を、 僕 もとく より 知りぬ いて ゐ ました！ 

左様な わけで 質問の もてない 自分に 呆れ かへ つたの 

です が、 そこで 僕 も 気持 を かへ て、 いっそ 気軽に なに 

か 感想で も 書いて みやう と 思 ひ つ いたのです。 あとで 

貴兄の 感想 を洩 して 下されば 幸福です。 
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